







































対象は2015年 8 月から2018年 6 月までENPD留
置下の連続膵液細胞診を実施し、最終的に摘出標
本にて病理組織学的に上皮内癌（High-grade 







めず、 8 例中 4 例に糖尿病の既往、 8 例中 4 例に
IPMNの合併がみられた。発見契機は検診や糖尿
病精査、他疾患の経過観察中の画像検査が 8 例中
7 例で、内訳は腹部超音波（US）が 3 例、腹部造







含む）を認めた症例はMRCP 3 例、EUS 7 例、
ERCP 5 例であり、EUS 7 例ではいずれも膵管狭
窄部の周囲に低エコー域が認められた。（図 1 ）。
1
表 1 　上皮内癌 8 例の一覧
図 1 　画像所見（症例 5 ）
腹部造影CTでは、膵尾部膵管が 3 mm程度と軽度拡張している。明らかな腫瘤性病変は認めない（A）。
EUSでは、膵尾部に17mm大の境界不明瞭な低エコー域を認め、内部には分枝膵管拡張が散見される（B-









































図 3 　病理組織学的所見（症例 5 ）
A：ルーペ像　


























項目 case1 case2 case3 case4 case5 case6 case7 case8 %
①
細胞集塊
不規則な重積 + + + + + + + + 100
核の配列不整 + + + + + + + + 100
集塊辺縁の凹凸不整 + + + + + + + + 100
②
個々の細胞
核の腫大 + + - + + + + - 75
核形不整 + + + + + + + + 100
クロマチンの異常 + + + + + + + + 100
慢性膵炎群（n=7）
項目 case1 case2 case3 case4 case5 case6 case7 %
①
細胞集塊
不規則な重積 - - + - - - - 14
核の配列不整 - - - - - - - 0
集塊辺縁の凹凸不整 - - - - - - - 0
②
個々の細胞
核の腫大 - - - - - - - 0
核形不整 - - + + - - - 29
クロマチンの異常 - - - - - - - 0
IPMN（adenoma）群（n=6）
項目 case1 case2 case3 case4 case5 case6 %
①
細胞集塊
不規則な重積 - - - + + + 50
核の配列不整 - - - - + - 17
集塊辺縁の凹凸不整 - - - - - - 0
②
個々の細胞
核の腫大 - - - + - - 17
核形不整 - - - + + + 50












診や膵液細胞診を行う必要がある 3 - 5 ）。花田らは
ENPD 留 置 下 の 連 続 膵 液 細 胞 診（serial 
pancreat i c - ju i ce  asp i ra t i on  cyto log ica l 
examination：SPACE）にて 8 例の上皮内癌を診
断し得たことを報告し 4 ） 5 ）、単回の膵液細胞診よ
りSPACEは早期癌検出の感度が優れているとし

















































































図 6 　良性病変群の膵液細胞像（パパニコロウ染色  対物×40）
A：慢性膵炎　case 1
結合性の強いシート状集塊、核間距離は均等で核の大小不同はみられない。
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